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1．緒言

近準，玉藻製品の開発目嘩佳礎れた権能や性能を番する

ことのみならず，“人に摩しい”製品であることに置かれ

ている．特に，接着に関しては，人間を取り巻く環境の快

適性や安全性なども十分に考慮することが求められている．

これらの一つとして，生活環境に関わる「快適感．j　も麗輩

観きれており讐　中でも温度に関する快適感揺讐　日常生活で

最も塵輩と思われるせ　しかし，このような壷温に関する快

適感についての研究報告例‖トイ引接蕾　塞観的な申告に晶

づく官能検査法由み龍よるも虜が殆どであり亨　科学的な敵

り組みが強く望まれている．

そこで，奉研究で絶筆脳波佳k由胱釣£e沖油断縫銅：以
下駐鋸封，血圧，心拍敬啓の生理的指標を用い曹　鼎なる温

度環境が心身諸機能の反応形態に及ぼす影響について明ら

かにし，温度変化に対する快適感覚の評価について検討し
た．

2．実験方法

鵜なる塞内温度環韓として，室温肇　約30℃，湿度書　的

50％の温暖室と室温，約15℃，湿度，約60％の寒冷室の2
塞を考慮した．

EEGを測定する際に，国際脳波学会が推奨する10／20

法の電極配置を考慮し，図1に示すように左右醇部（Fpl，

Fp2きおよび左右頭頂部（P3夢㌘朝の合計4箇所に電極を装潜

した．監濫G軸定システムは讐　生体アンプ讐　デ血タレコ山ダ蓼

シグナル・プロセッサから構成されている．得られたERG

は，生体アンプを介してデ，一夕レコーダに記録された後，

シグナル・プロセッサで高速フーリエ変換（Fast Fourier

T柑那加m：以下好粁巧処理して解析した．血圧軌　医療用

血圧計を用いて最高，平均，展性血圧を測定した．また，

同一血圧計により同時に心拍数の測定も行った．顔の表面

温度ほサーモトレイサを用いて珊定し，画像処理によ野蛮

面温度分布の確認を行った．比較のために行った官能検査

では，室温環境に対する温冷感トー3～3の7段階評価

法）と快適感（1～7の7段階評価法）について所定項目

に記入する方法により被験者の主観的感覚を調べた．
実験では表1に示すように，20・～81歳の健常者，男女合
計10名を被験者とした．寒冷室にてシャツおよび長ズボン
着用の服装により亨　E濫G謝定用電極と血圧測定のためのカ

ブを装着した．寒冷室内で20分経過した複，室温に蛸応し

た状態碍濫E伝書　血圧蕾・む拍螢善　感碍輩宙温度を牽艶ぞれ測

定し夢嘗能検査を併せて行誓た事　その後蔓芝草　温噛塞臆移動

し．人室l庄筏からこ沌分紺遇＝‘る悪での3分毎に各測定と丹

能擦蓋を行った後事　鰐皮寒冷塞臆移動し富　温礎塞と同様拍

測定を行った．
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